
３ ⼤学院⼯学研究科のアセスメント

●修⼠課程ディプロマ・ポリシー

DP検証内容 活⽤データ 関係科⽬区分 検証体制

【修⼠課程全体】
広範囲にわたる⼯学系の領域を融合させた総合的な教育・研究によ
り、科学技術の発展に貢献できる⼈材を養成

・学位授与状況
・就職状況
・関係科⽬区分の成績状況（GPA等）及び単位修得状況
・学籍状況（休学退学等）
・履修状況
・研究論⽂の状況
・学会発表等の状況
・海外留学状況（学会活動含む）
・卒業・修了予定者アンケート

・共通科⽬
・専⾨領域科⽬
・研究領域科⽬

・教育研究審議会
・教授会（全学合同実施）
・教育センター
・学⽣⽀援センター
・就職センター
・⾃⼰点検・評価部会

〇修⼠（⼯学）
１ 専攻する⼯学・理⼯学・情報学的分野について修得した専⾨知
識を活⽤する能⼒
２ 独創性・創造性に富んだ発想と⾃分の考えを正しく論理的に表
現する能⼒
３ 国際感覚と多様性を許容する柔軟な発想
４ 技術者・研究者としての倫理観
５ 主体的に学び探求する能⼒

・関係科⽬区分の成績状況（GPA等）及び単位修得状況
・研究論⽂の状況
・学会発表等の状況
・海外留学状況（学会活動含む）
・卒業・修了予定者アンケート

・共通科⽬
・専⾨領域科⽬
・研究領域科⽬

・教育センター
・国際交流センター
・⾃⼰点検・評価部会

〇修⼠（学術）
１ 専攻する分野を含めた⼯学を基盤とする学術的・学際的分
野について修得した専⾨知識を活⽤する能⼒
２ 独創性・創造性に富んだ発想と⾃分の考えを正しく論理的
に表現する能⼒
３ 国際感覚と多様性を許容する柔軟な発想
４ 技術者・研究者としての倫理観
５ 主体的に学び探求する能⼒

・関係科⽬区分の成績状況（GPA等）及び単位修得状況
・研究論⽂の状況
・学会発表等の状況
・海外留学状況（学会活動含む）
・卒業・修了予定者アンケート

・共通科⽬
・専⾨領域科⽬
・研究領域科⽬

・教育センター
・国際交流センター
・⾃⼰点検・評価部会

 ⼤学院⼯学研究科では、広範囲にわたる⼯学系の領域を融合させた総合的な教育・研究により、科学技術の発展に貢献できる⼈材を養成するという⽬的のもと、以下に⽰す能⼒
を⾝に付け、学則に定める修了要件を満たした者に対して「修⼠」または「博⼠」の学位を授与します。
 また、それぞれの学位には、研究分野に応じて「⼯学」、「学術」のいずれかを付記します。
〇修⼠（⼯学）
 １ 専攻する⼯学・理⼯学・情報学的分野について修得した専⾨知識を活⽤する能⼒
 ２ 独創性・創造性に富んだ発想と⾃分の考えを正しく論理的に表現する能⼒
 ３ 国際感覚と多様性を許容する柔軟な発想
 ４ 技術者・研究者としての倫理観
 ５ 主体的に学び探求する能⼒
〇修⼠（学術）
 １ 専攻する分野を含めた⼯学を基盤とする学術的・学際的分野について修得した専⾨知識を活⽤する能⼒
 ２ 独創性・創造性に富んだ発想と⾃分の考えを正しく論理的に表現する能⼒
 ３ 国際感覚と多様性を許容する柔軟な発想
 ４ 技術者・研究者としての倫理観
 ５ 主体的に学び探求する能⼒


